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【府県別景気DI】

順位
（前年
同月順

位）
回答数 (%)

11 12 1

'24

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
前月比 3カ月後 6カ月後 1年後

滋賀 10 (10) 94 34.6 45.8 45.4 44.4 42.8 41.4 43.4 40.7 45.4 43.6 45.5 44.6 45.6 45.6 0.0 44.5 45.4 46.1

京都 11 (14) 220 39.2 45.2 43.9 43.0 43.2 44.2 43.8 43.2 41.4 42.1 43.8 42.7 44.3 45.2 0.9 45.9 46.4 47.3

大阪 16 (23) 905 44.1 43.9 45.0 44.1 43.7 44.5 44.3 43.3 43.1 43.6 43.6 44.7 43.9 44.3 0.4 46.3 47.4 48.0

兵庫 29 (28) 390 39.3 43.3 44.3 43.1 42.6 42.4 43.2 42.0 42.1 42.0 43.0 44.1 43.3 42.5 ▲ 0.8 44.1 44.4 45.0

奈良 38 (32) 78 35.3 42.4 44.2 43.9 43.2 42.1 40.3 39.7 39.0 43.4 41.2 42.5 40.8 41.2 0.4 42.5 44.2 44.4

和歌山 33 (14) 82 31.9 45.2 43.3 41.1 41.1 42.0 42.2 42.1 41.2 41.1 43.0 40.2 43.4 41.9 ▲ 1.5 43.7 43.9 44.9

近畿 5 (5) 1,769 40.6 44.1 44.6 43.6 43.2 43.6 43.7 42.6 42.5 42.9 43.5 44.0 43.8 43.8 0.0 45.4 46.2 46.9

全国 10,939 40.7 44.8 44.9 44.2 43.9 44.4 44.1 43.5 43.3 43.8 44.3 44.6 44.3 44.4 0.1 45.8 46.1 46.6

格差（近畿－全国） ▲ 0.7 ▲ 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.7 ▲ 0.8 ▲ 0.4 ▲ 0.9 ▲ 0.8 ▲ 0.9 ▲ 0.8 ▲ 0.6 ▲ 0.5 ▲ 0.6 ▲ 0.1 ▲ 0.4 0.1 0.3

※回答数は最新の調査時の有効回答数で、（％）欄は有効回答率　　

※過去13カ月の景気DI値欄の網掛けは前月比悪化、下線・斜体は同横ばい

※県別の順位は全国47都道府県中、『近畿』の順位は全国10地域中の景気DI　網掛けは前年同月比低下

※「格差（近畿－全国）」の前月比欄は、格差の前月比増減

【業界別景気DI】

回答数
11 12 1

'24

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
前月比 3カ月後 6カ月後 1年後

農・林・水産 6 50.0 41.7 45.2 36.1 50.0 52.8 50.0 50.0 52.8 50.0 50.0 52.8 55.6 2.8 55.6 52.8 52.8

金融 15 51.0 49.0 51.2 47.9 47.8 48.9 49.0 50.0 51.0 51.0 48.1 51.8 50.0 ▲ 1.8 51.1 50.0 53.3

建設 219 46.4 46.7 46.4 46.6 46.5 45.5 44.7 44.4 46.8 46.0 46.4 47.3 47.2 ▲ 0.1 48.6 46.7 46.0

不動産 81 48.5 48.9 47.8 48.1 50.0 50.7 48.0 49.1 48.4 47.5 47.5 48.1 49.2 1.1 51.9 50.4 49.4

製造 483 41.7 41.2 40.2 40.2 40.2 40.4 39.7 40.1 39.9 40.9 41.2 40.9 41.3 0.4 43.1 44.7 46.7

卸売 444 41.5 42.7 41.9 40.4 40.2 40.3 40.2 38.9 39.8 40.8 41.4 40.4 40.2 ▲ 0.2 42.0 43.7 44.8

小売 117 42.5 43.3 42.5 41.9 42.0 42.1 40.3 39.6 40.8 38.7 38.9 40.7 37.5 ▲ 3.2 40.0 40.9 42.6

運輸・倉庫 66 41.2 44.0 41.4 39.3 43.7 42.4 41.7 41.3 41.2 44.9 47.9 46.7 49.5 2.8 47.7 49.2 51.5

サービス 332 50.2 51.2 49.8 49.9 50.5 51.1 48.7 49.3 48.6 49.1 49.8 49.1 49.4 0.3 50.5 51.4 50.2

【景気DI】 その他 6 36.1 43.3 36.1 50.0 41.7 38.9 36.1 38.9 40.5 45.2 38.9 43.3 38.9 ▲ 4.4 41.7 44.4 38.9

【規模別景気DI】

回答数 (%)
11 12 1

'24

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
前月比 3カ月後 6カ月後 1年後

大企業 277 15.7 47.4 47.9 47.2 48.0 48.9 47.6 47.9 47.2 47.2 47.8 47.9 48.4 48.4 0.0 49.1 49.5 49.3

中小企業 1,492 84.3 43.4 44.0 43.0 42.4 42.7 42.9 41.7 41.7 42.1 42.7 43.3 42.9 43.0 0.1 44.7 45.6 46.4

（うち小規模） 586 33.1 42.1 42.8 42.3 41.2 41.2 41.5 39.7 40.1 40.5 40.8 41.3 41.4 41.5 0.1 43.1 44.2 45.1

格差（大企業－中小企業） 4.0 3.9 4.2 5.6 6.2 4.7 6.2 5.5 5.1 5.1 4.6 5.5 5.4 ▲ 0.1 4.4 3.9 2.9

※（％）は構成比

※「格差（大企業－中小企業）」の前月比欄は、格差の前月比増減

【調査概要】 【お問い合わせ先】

期間  株式会社帝国データバンク  大阪支社

方法  〒 550-8691

対象数  大阪市西区靭本町1-6-18

4,356社  TEL  06-6443-5601㈹
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TDB景気動向調査（近畿ブロック・概要）

景気
DI

前月比横ばい

規模別
DI

業界別
DI

概況

 景気ＤＩ＝43.8

先行き
見通し

DI

－2024年11月調査－

2024年11月18日～11月30日

インターネット調査

回答数

1,769社

回答率

40.6％

前月と変わらず、先行きは僅かに悪化

インバウンドを狙った新店舗オープンが相次ぐなどでテナント収入が増えた『不
動産』が改善。『運輸・倉庫』はコロナ禍以降の最高を更新し、『サービス』では
「旅館・ホテル」が今年の最高となった。他方、『小売』は買い控え傾向の強まりか
ら今年最低に。『建設』は戸建て住宅の販売・着工鈍化で3カ月ぶりに悪化した。

当月の景気DIは秋の行楽需要に支えられた側面が強い。消費動向を映じやす
い「食品」「繊維・アパレル」両分野は『製造』『卸売』『小売』の3業界とも悪化して
おり、物価高に伴う買い控え傾向が色濃く出ている。『製造』からは「自動車、半
導体関連ともに低迷」（機械製造、奈良県）、「中国への出荷の勢いが弱まってき
た」（電気機械製造、兵庫県）といった声も聞かれた。先行きについて、大阪・関
西万博の開催が迫ってきているものの、日米とも新政権の政策実行に注目しつ
つ、しばらく様子見ムードによる小康状態が続く可能性がある。

『近畿』は前月と変わらずの43.8。全国（44.4、前月比0.1ポイント増）との格差は
▲0.6ポイントと、18カ月連続で全国を下回っている。ブロック別順位は前月と同
じ5位だった。府県別では、観光のハイシーズンとなる「京都」「奈良」のほか、「大
阪」が改善したが、「兵庫」「和歌山」の悪化幅が大きかった。

「大企業」は前月と変わらず。「中小企業」（前月比0.1ポイント増）は2カ月ぶりに
改善した。規模間格差は5.4ポイントと、2024年に入って5ポイント以内となったの
は3度しかない。多くの「中小企業」には円安が足かせとなっている様子がうかが
える。なお、「小規模企業」は6カ月連続で改善した。

「3カ月後」（前月比0.2ポイント減）、「6カ月後」、「1年後」（同各0.1ポイント減）の
3指標とも2カ月連続で悪化した。業界別では、4業界の先行き3指標が悪化。『小
売』ではエリア外からの大規模格安販売店の進出増加、『製造』では米大統領交
代に伴う政策変更への警戒感が高まった。
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